
１、教科名[数学]　科目[数学A]　単位数[2]　学年[4]　

２、使用教科書：数研出版「新高校の数学A」

３、指導目標：　 （１） 基本的な計算力をつける。

（２）

４、指導計画

76
時間

4 １.集合 3
集合の表し方、用語、記号を学び、部分集合、全体集合と補集合などの知識
を通じて集合の考え方を理解する。

２.共通部分と
　　　　　和集合 3

共通部分、和集合、空集合の意味について図を用いて理解し、記号を使うこ
とができる。

３.集合の要素の
　　　　　　個数 2

集合の要素の個数、特に和集合、補集合について正しく個数を求めることが
できる。

5 復習問題 1

１.和の法則と
　　　　積の法則 2

和の法則や積の法則について具体例を用いて理解し、場合の数を効率よく
求めることができる。

6 ２.順列 8
樹形図をイメージでき、順列の意味を理解しながら総数を求めることができ
る。

３.重複順列 4 重複順列の意味を理解し、総数を求めることができる。

7 ４.円順列 4 円順列の意味を理解し、総数を求めることができる。

５.組合せ 3 組合せの意味や性質を理解し、総数を求めることができる。

9 ６.組合せの応用 8
組合せの考え方をいろいろな場面に応用することにより、活用する能力を伸
ばす。

10 ７．ニ項定理 2
二項定理とパスカルの三角形について学習し、その利用を通して数学のよさ
に触れる。

復習問題 1

10 １、確率の問題 4
試行と事象、事象の確率について学び、確率の意味を知り、基本的な確率を
求めることができる。

11 ２．確率の計算 5
場合の数をもとに、確率を求めることができる。確率の加法定理を理解し、排
反事象に分けて確率を求めることができる。さらに、余事象について学び、確
率を余事象を利用して求めることができる。

12 復習問題 1

１．独立な試行
　　　　の確率 5

独立な試行の確率が積の法則により求められることを理解し、簡単な独立な
試行の確率を求めることができる。

1
２．反復試行
　　　　の確率 4

反復試行について理解し、簡単な場合の反復試行の確率を求めることができ
る。

３．期待値 6
期待値の意味を理解し、簡単な事象について期待値を求められるようにする
とともに、期待値の有用性を知り、的確な判断ができる。

2 復習問題 1

１、三角形 3 中学校で学んだ三角形の性質や、定理を利用することができる。

２、円 2
中学校までに学んだ円周角や、円の性質などを利用し、角の大きさを求めた
り、図形に対する直観力を養う。

3 ３．命題と集合 2
「～ならば」などの形式の命題について学び、条件やその否定などについて
考察することによって論理的な思考力を養う。

復習問題 2

令和２年度　シラバス

集合と論理および場合の数と確率について理解させ、基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り、事象を数学的に
考察し、処理する能力を育てるとともに、数学的な見方や考え方のよさを認識できるようにする。
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